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最新のシステムキッチンや、省エネのあかりなど、
明日のライフスタイルをお届けするパナソニックの住まいづくりを
新しいショウルーム（全国約70カ所）で体験いただけます。
パナソニック独自の技術・機器を融合しながら、
くらしを輝かせる“アイディア”を住空間で具現化し、
お客様に明日のライフスタイルをご提案・ご提供します。

ショウルーム

http://panasonic.jp/sumai/sr/

（2009年6月時点）

2009年6月発行  CSRM-1 Juｎ09 5YL
ZECT1900



01 Panasonic Electr ic Works 2009 02Panasonic Electr ic Works 2009

事業の歩み

トップメッセージ

事業を通じた社会への貢献
有識者との対話：快適とエコを両立した新たなくらし

新しい快適を くらしに、社会に、世界に。

環境・職場・企業市民としての取り組み
環境・社会分野での主な活動と目標

地球温暖化防止への取り組み

働きやすい職場づくり

ひろがる企業市民活動

会社概要
くらしの中のパナソニック電工

グローバル展開

業績・財務情報
会社の沿革・2008年度の主な社外からの表彰

05

07

11

13

15

17

21

23

25

02

03

05

10

20

事業の歩み
当社は2008年10月に、社名を「松下電工」から「パナソニック電工」に変更しました。また、同年は創業90周年にあたります。
この間、当社が事業を続けてこられたのは、ご愛顧いただいた皆様のおかげと感謝しています。
90年前に創業商品である「アタッチメントプラグ」を開発して以来、技術の強み伝いに事業を拡大し、
アタッチメントプラグの口金の金属加工技術は、照明事業や「バイブレータ」から始まる電器事業の礎を築きました。
アタッチメントプラグの製造技術を活用して、配線器具など情報機器事業へと発展し、
「キーソケット」のスイッチ開閉技術は、「埋込トグルスイッチ」を経て「マイクロスイッチ」から始まる制御機器事業へと発展しました。
プラスチック成形材料技術は、フェノール樹脂など電子材料事業の基礎となり、
さらに「雨とい」から始まる住設建材事業へと発展していきました。

フェノール樹脂

プル式家庭用蛍光灯

バイブレータ

マイクロスイッチ

雨とい

◆樹脂成形技術
◆金属加工技術

◆金属と樹脂の複合成形技術
◆絶縁技術
◆スイッチ開閉技術

◆点灯回路技術
◆樹脂成形技術
◆金属加工技術

 ◆モーター技術
◆金属加工技術

◆プラスチック成形材料技術

◆プラスチック押出
   成形技術

◆精密複合加工技術

アタッチメントプラグ 2灯用クラスタ キーソケット

1918 1920 1929

1929

1938

1935

1952

1957

1958

電器事業

照明事業

情報機器事業

住設建材事業

電子材料事業

制御機器事業

目次 con t en t s

これまでは、当社のＣＳＲ※活動を紹介した「ＣＳＲ報告書」と「会社案内｣を別に作成していました。
ＣＳＲ活動は、当社の企業活動そのものであるという考え方から「ＣＳＲ･会社案内｣として一冊にまとめました。
当社は、下記のように4つの冊子とWebサイトで情報開示を行っています。
冊子で説明できる内容は限られていますので、活動の多くはWebサイトでご覧いただくようにしました。
さらに詳細な内容が必要な場合は、ぜひ当社Webサイトをご覧ください。
冊子･Webサイトをご覧になられたご意見･ご感想をアンケートにてお聞かせいただければ幸甚に存じます。

パナソニック電工の情報開示

埋込
トグルスイッチ

埋込コンセント

創業
商品

Ｗｅｂサイト http://panasonic-denko.co.jp/

お問い合わせ・サポート
商品一覧
採用情報
ＣＳＲ／社会･環境
投資家情報
知る・楽しむ
会社情報

アニュアルレポート

入社案内

株主通信

冊子

CSR・会社案内

「 」について

マッサージソファ ヘアードライヤー

LED照明器具 街路灯

配線器具 住宅用火災警報器

システムキッチン トイレ設備建材

封止材 プリント配線材料

車載用リレー 狭ピッチコネクタCorporate Social Responsibilityの略。企業の社会的責任。※CSR
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企業は社会の公器であることを常に自覚し、
快適とエコを両立する商品づくりと、企業市民   活動に取り組んでいきます。

トップメッセージ

田辺龍神・ながきの森

代表取締役社長

Panasonic Electr ic Works 2009「ながきの森」では自ら植林に参加当社「地球環境展」にて



05 Panasonic Electr ic Works 2009 Panasonic Electr ic Works 2009 06

事
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ピーダーセン　本日は快適とエコの両立
を進めるにあたって皆様から貴重なご意
見をいただきたい。まずは「快適なくらし」
とはどんなものでしょうか？
高橋　昨年、デンマークに行ったのです
が、向こうの市電は次の駅の案内がある
だけで、ドアも自分でボタンを押して開け
る仕組みでした。そんな環境から帰って
きたら、日本は至れり尽くせり。何て過保護
なんだろうと。デンマークが不親切という
意味ではなく、日本はもっと不親切でい
いのではないかと感じました。もちろん安
全や安心の部分は、高度な制御を進め
ていくべきだと思いますが、過度な機能
提供により人間をだめにしてしまったら、
せっかくの技術も不幸を招くと思うので
す。人間は多様なのですから、どこか
で突き放してもいいのではないでしょ
うか。
善養寺　私も同感です。楽なものばかり
を追求してしまっていいのか。その結果、
人が退化してしまう可能性があるというこ

とを、行政・社会と考え、どこまで制御する
のかを決めていく必要があると思います。
　求められているのは、人がただ楽
になるのではなく、自然と共存しなが
らも快適な生活。つまり、生物のデザイン
に基づく製品と技術だと思うのです。
高橋　確かに、生物の原理に基づくデザ
インは、根本的な技術思想として必要だと
思います。もし、パナソニック電工のような
大企業が技術思想をその方向にシフトで
きれば、たいへんなイノベーションになると
思います。
　さらに課題となるのは、その技術思想を
いかに応用するかということ。優先される
べきは、生存に直結する快適の制御
です。快適と快楽を誤解している人がと
ても多いですが、重要なのは健康や生存
に関わるものを担保することです。
　実際、快適性の研究をつきつめると、
結局は個人の価値観の問題に立ち入る
ことになって、一般解は得られない。これ
からは個人の嗜好よりも、社会・個人とし

環
境
・
職
場
・
企
業
市
民
と
し
て
の
取
り
組
み

会
社
概
要

有識者との対話

快適とエコを両立した新たなくらし

「快適なくらし」とは

事業を通じた
社会への貢献

て持続・生存できるかということをベース
にすることが重要だと思います。石油が
なくなる将来、快適の概念も変わってくる
でしょう。
野村　当社の商品は、お客様の家族構
成や状態に合わせて、必要な機能をアド
オンする型にしています。基本性能として
考えているのはエネルギーとセキュリティ
で、それ以外はそれほどシステム化してい
ません。システム化するかどうかは、お客
様の選択次第なのです。
　私たちは制御という概念を捨てて、
個に対して「アダプティブ」にしようと
いう方向をとっています。つまり、万人
にとって一番いいものを設計するという
アプローチではなく、その人の状態に合った
ルールを選択できるようにする。個に合う
良いものを開発しようという思想です。

ピーダーセン　では、新しい時代の「快適
なくらし」をいかに実現するか。世界の動
向を踏まえて広い視野で市場を見たとき
に、パナソニック電工が向かうべき方向に
ついて議論したいと思います。
高橋　これからは、システム全体のつなが
りを意識した商品開発が、ますます大事に
なる。パナソニック電工には多様な商品が
あり、様々な技術者がいるので、こうした
つながりを理解する素地がつくられるので
はないでしょうか。違うセクションの人間が同
じイメージを持って議論し、異なる要素を統
合して考え、エネルギー供給に始まり、末端
でのユーザー利用に終わる一連のシステ
ムを構築するのはとても大事なことです。そ
の視点に立てば、非電化製品の開発も選
択肢としてありえると思います。
　特にいまは、技術開発の方向性を
自然の原理に根差したものにして、
街単位で考えればきっと面白いものに
なるでしょう。
善養寺　私もいま一番取り組みたいと

思っているテーマは、タウンマネジメントや
エネルギーマネジメントです。街全体でエネ
ルギーの有効利用が可能になれば、住宅
単体ではできなかったことができる。たとえ
ばビルの廃熱を住宅のエネルギーに活用
したり、街路樹の気化熱を利用してヒート
アイランドを抑制したり。それらを実現する
ためにも、タウンマネジメントの未来像
を行政と一緒になって描いて欲しい。
ピーダーセン　皆さんの意見に共通する
のは、生命を育む技術が未来のテクノ
ロジーの姿だという点です。つまり重要な
のは人間。人間がいるタウンマネジメント。
技術エンジニアリングだけではなく、ソー
シャル・エンジニアリングが必要であると。
そして、それを実現するためには行政・
社会への提案、協働なくしてはできない。
未来のシナリオを自らつくっていき、それを
ビジネスにしていく。パナソニック電工は、
そうした新しいテクノロジーのアプローチ
を社会に提唱していってはどうかという
ことです。

トータルシステムによる「快適とエコ」の実現

野村　おっしゃる通り、当社の基本はタウ
ンマネジメントの視点だと思っています。パ
ナソニック電工はこの分野でスキルと経験
のある数少ない会社です。私たちはあらゆ
る部門を持っていて、いろいろな技術を
持っている。他から見ると、とてもうらやまし
い状態だと思います。快適とエコをトレード
オフではなく、アダプティブにつくることので
きる企業かもしれません。
　そしていま、我々がめざしているのは、住
んでいる人間が我慢するのではなく、ほ
どよいバランスのなかで、生態系にも
無理のない状態をつくりだすこと。人工
物ではあるが、自然環境に限りなく近い環
境をアダプティブにつくりだすことです。
　それを実現するために、我々ならできる
という信念を持って、個々の企業を巻き込
みながらやっていきたい。環境問題は、
国がやるものではなく、企業がやらなくては
ならないと考えています。そのための技術
開発を、様 な々人の意見を聞きながら進めて
いきたいと思っています。

快適性と環境の両立は、パナソニック電工の事業テーマであると同時に、CSRに

おいても重要な課題です。この、当社が考える新しい時代の「ここちよいくらし」

に関するビジョンについて、社外の有識者の方々と意見交換を行い、貴重な

アドバイスをいただきました。その内容の要旨をご紹介します。
（2009年3月13日開催　※参加者の肩書きは開催時のもの）

高橋 達氏
東海大学工学部建築学科
准教授

〈専門〉
住宅の涼房、自然暖房の研究、自然のポテ
ンシャルを活かす住環境教育、エコトイレの
研究、資源・環境と人間の持続的活動との
関係をエクセルギーにより解明する研究

テーマ
1

テーマ
2

ピーター・Ｄ・ピーダーセン氏
〔ファシリテーター〕

㈱イースクエア 代表取締役社長

〈専門〉
環境・サステナビリティ関連の戦略コンサル
ティング・企画制作・環境教育など

善養寺 幸子氏
オーガニックテーブル㈱ 代表取締役
㈱エコエナジーラボ 代表取締役（一級建築士）

〈専門〉
環境共生住宅の設計･監理、住宅設計に
直流給電導入を検討

野村 淳二
当社 代表取締役副社長
CSRM担当役員（全社技術担当）

※肩書きは開催当時
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当社では、住宅の省エネをお手伝いするライフィ
ニティＥＣＯマネシステムを提案しています。電気
機器や情報機器をネットワークでつなぎ、使用し
ている電気を情報盤・分電盤で常時モニタリング
することで省エネを支援するシステムを提供して
います。

また、現在、ＬＥＤ照明などをはじめ家庭で使用さ
れている機器の多くが直流で稼動していることや、
太陽光発電などの創エネ設備が直流電気を発
電していることに着目。将来に向けて直流電
源を従来の交流に加えて積極的に活用する、ハ
イブリッド住宅電気設備の開発に取り組み、省
エネを実現しながら安心・快適な生活を実現する
ことをめざします。

新しい快適を くらしに、
社会に、世界に。
快適とエコの両立をめざす
これからの社会やひとのくらしはどう変わっていくのでしょう。
環境のことを考え、自然と共生しながら、心豊かな生活を育む社会づくりが求められてきます。
太陽を、風を、水を、空気を上手に生かし、地球に負担をかけないで
快適にくらしていくための工夫が必要になります。
当社は衆知を集め、「知」と「知」をつないで、人間の欲求と地球環境の両方が満足できる
快適とエコの両立した生活空間を提供し、社会と世界文化の進展に寄与することをめざします。

事業を通じた
社会への貢献

エコライフを支える我が家の賢いネットワーク

ビル

住まい

都 市
住まいのマネジメント

かんたん
節約

ライフィニティ
ECOマネシステム

創エネ
蓄エネ

長寿命

● 省エネ機器ネットワーク最適化
● エネルギー使用の可視化

● ネットワークメンテナンス
● 高耐久性

● 太陽光発電
● 燃料電池
●蓄電池

楽しさ
● 実感・達成感がある
● また使いたくなる

くらしとの
調和

● 操作レス
● 将来変化への対応

● 直感的な操作

安心感
● 健康

● 清潔感
● セキュリティ

ビルの
マネジメント

住まいの
マネジメント

都市の
マネジメント

ここちよく
環境に配慮した
くらしの実現

環境
対応

快適
実現

ム基盤ム基盤
環境配慮技術環境配慮技術生活快適技術生活快適技術

情報系
情報系（制御）

情報系（コンテンツ）

電力系（交流）電力系（交流）

電力系（直流）

商用電源

将来のハイブリッド住宅の実現に向けて

パワー
コンディショナー

太陽光発電システム

センター
サーバー

モデム ルーター

ECOマネシステム対応
住宅分電盤

くらし安心
ホームパネルS

設備
（防犯・防災）

照明器具

家電

設備
（換気扇など）

情報機器

ネットワークマネジメント 端末機器電気・情報源

Internet

藤岡 透
先行技術開発研究所

森本 直久
情報機器新事業推進部

小新 博昭
情報機器R&Dセンター

（写真左から）
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コントロールパネル

分電盤

情報盤



住宅
マンション

学校
公共施設

公 園

ショッピング
センター

交通機関

競技場

オフィス

管理
センター
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住まいやビルで培ったノウハウを今後は街や
都市に活用したいと考えています。様々な機器
をネットワークにつなげることで、街全体での照明
制御、セキュリティや防犯を一元で管理でき、街

ぐるみでの省エネ、安全につながると考え
ています。さらに、平常時の快適や省エネ
だけでなく、災害時や緊急時における情報
収集や情報発信などの活用も考えられ、
街や都市での快適とエコの両立を進めて
いきます。

街や都市での快適とエコの両立

北京市運動公園（実験模型）

2008年に開催した北京五輪のメイン会場（広
さ：２．４㎞×１．４㎞）にある１８，０００灯の照明を制
御するシステムを納入しました。ここにはこれから
のユビキタス社会に必要な最先端のネットワー
ク技術を使用して広域でのエリア照明制御を実
現しています。このシステムにより従来の制御方
式と比較して約23％の省エネを実現しました。

北京市運動公園での
広域照明制御システム
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地球温暖化防止への取り組み

環境・社会分野での主な活動と目標

働きやすい職場づくり

ひろがる企業市民活動

ビル

住まい

都 市
ビルのマネジメント

ビル

住まい

都 市
都市のマネジメント

オフィスビルや公共施設などでは、人々が快適
に活動できるよう、照明や空調が稼動していま
す。これまでは、それら設備が単独で動いていた
ものを人感センサや照度センサなどのセンサを
ネットワークに接続し、一括管理することでビル
全体の快適性と、省エネルギーのソリューション
を実現することができました。また、電力計測モニタ

で現在の消費エネルギーを「見える化」すること
で運用状況を確認しながら改善を進めることが
できます。当社は、東京本社ビルに「ビルまるごと
ソリューション」を導入することで消費エネルギーを、
建設当初の2003年度と比較して13.6％の
削減を実現しています。 

ビルまるごとソリューション

ヨシ刈り活動植林活動ワーク・ライフ・バランス ダイバーシティ推進活動工場での省エネ活動

人感センサ

温湿度センサ

照度センサ

外光制御

室温制御

照度制御
ブラインド

照明器具

空調機

計測計量
モジュール

中央
監視盤

制御機器


